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交通事故を防ごう
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pick up infomation
Face 人 井上祥太さん
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え
び
の
市
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が
平
成

30
年
に
入
っ
て
か
ら
1
件
発
生
し
て
お
り
、

6
年
連
続
で
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

交
通
事
故
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
、
私
た
ち

は
交
通
事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
事
故
が
増
加　

　

宮
崎
県
で
は
、
平
成
29
年
の
交
通
事
故
発

生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
は
前
年
よ

り
減
少
し
て
い
ま
す
。
道
路
形
状
別
で
は
、

交
差
点（
交
差
点
付
近
を
含
む
）が
多
く
46
・

7
％
、
類
型
別
で
は
、
追
突
事
故
と
出
合
い

頭
事
故
が
65
・
6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
年

代
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
事
故
が
最

も
多
く
、
全
事
故
の
24
・
0
％
で
す
。

　

交
通
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、
脇
見
や
安

全
不
確
認
等
の
運
転
者
の
緊
張
感
を
欠
い
た

漫
然
運
転
に
よ
る
事
故
が
約
7
割
で
す
。

　

え
び
の
市
で
も
交
通
事
故
発
生
件
数
85

件
、
死
者
2
人
、
負
傷
者
97
人
と
、
前
年
よ

り
も
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
で
み
る
と
、
交
通
事
故

発
生
件
数
47
件
、
死
者
2
人
、
負
傷
者
26
人

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止

　

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
の
主
な
原
因

は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い

な
ど
の
「
運
転
操
作
不
適
」
や
、「
漫
然
運

転
」、「
安
全
不
確
認
」
等
で
す
。
高
齢
に
な

る
と
身
体
の
衰
え
や
、
情
報
を
処
理
す
る
力

が
低
下
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
況
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、ま
た
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
自

分
の
運
動
能
力
や
身
体
機
能
の
変
化
を
認
識

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
29
年
3
月
か
ら
、
道
路
交
通
法
改
正

で
、
新
高
齢
者
講
習
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
身

体
状
況
に
合
っ
た
講
習
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
認
知
機
能
検
査
で
自
分
の
状
況

を
把
握
し
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
が
運
転
す
る
車
に
「
高

齢
運
転
者
標
識
（
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
）」

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
囲
の
自

動
車
運
転
者
は
、
マ
ー
ク
を
つ
け
た
自
動
車

に
配
慮
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
で
の
注
意
点

○
歩
行
者
は
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
信
号
無
視
を
し
な
い

・
横
断
禁
止
の
場
所
で
は
道
路
を
横
断
し
な

○運転免許証を更新するためには、更新期間満了日の前 6 カ月以内に「認知機能検査」と「高齢者講習」を受けなけ
ればなりません。
○認知機能が低下したときに起こりやすい交通違反（信号無視など）をした場合は、「臨時認知機能検査」を受けなけ
ればなりません。また、この臨時認知機能検査の結果、認知機能の低下が認められる場合は臨時に高齢者講習を受講
しなければなりません。
○「認知機能検査」または「臨時認知機能検査」の結果、「認知症のおそれあり」と判定された人は専門医の診断を受け、
診断書を提出しなければなりません。
○医師から認知症と診断された場合や、検査・講習を理由なく受けなかった場合は、運転免許取り消し等の対象とな
ります。
　市では、運転に不安を持つ高齢者の運転免許証の自主返納を推進しています。自主返納に対する助成事業を実施し
ていますので、ご利用ください。

●新高齢者講習制度

区分 平成 29 年 前年比

宮崎県

発生（件） 8,293 -722

死者（人） 42 -3

負傷者（人） 9,251 -1,029

えびの市

発生（件） 85 -21

死者（人） 2 0

負傷者（人） 97 -33

市では、えびの地区交通安全協会などと連携して、市内各所で、年4回交
通安全を呼びかける街頭キャンペーンを行っています。キャンペーンでは、
ドライバーに啓発のチラシを配るなど安全運転を呼びかけています。

□交通安全街頭キャンペーン

●交通安全の取り組み

えびの市交通指導委員会では、毎年1回、交通事故防止のために、市内の
カーブミラーの清掃を行っています。汚れの付着したミラーをきれいにし
て、ドライバーに見やすくしています。

□カーブミラー清掃ボランティア

い・
道
路
を
渡
る
と
き
は
横
断
歩
道
を
利
用
す

る　

な
ど

道
路
を
歩
く
と
き
に
は
無
理
を
せ
ず
安
全
な

歩
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
手
は
、
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
減
速
を
す
る

・
歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
し

て
い
た
ら
、
一
時
停
止
を
し
て
、
横
断
す
る

の
を
待
つ　

な
ど

　

道
路
を
通
行
す
る
の
は
、
自
動
車
だ
け
で

は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
人
や
自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
も

利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
動
き
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
優
し
い
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

夜
間
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

夜
間
の
事
故
は
、
暗
く
な
る
夕
暮
れ
時
に

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
間
帯
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
歩
行
者
な
ど
が
見
え
に
く
く
な

る
時
間
帯
で
す
。

●平成29年の交通事故発生状況

交
通
事
故
を
防
ご
う



5  4広報 平成30年10月号

　交通事故は、本人も、相手も嫌な思いをします。
事故は、ほんの少しの注意で防ぐことができます。
　ドライバーは、漫然運転をしないでください。
ドライバーも歩行者も、「かもしれない」と予想
をすることを心掛けて交通安全に努めてくださ
い。

　ハンドルを握ったら、しっかりと運転しなく
ちゃと気を引き締めて運転しています。また、ベ
テランだからといって、運転技術が上がっている
と過信しないようにしています。
　高齢者の事故が多いので、75 歳以上の人には、
認知症の検査を必ず受けてほしいと思います。

※春口さんは、47 年間無事故・無違反で、交通安全功労
者として、平成 30 年度九州管区警察局長・九州交通安全
協会長連名賞を受賞しました。

えびの警察署
交通課　

鬼丸 貴樹 係長

平成 30 年度九州管区警察
局長・九州交通安全協会長
連名賞受賞

春口 貞子 さん

漫然運転をしないように

Interview

運転をするときは気を引き締めて

　

歩
行
者
は
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、

白
や
黄
色
と
い
っ
た
明
る
い
色
の
服
装
を
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
の
ラ
イ
ト
を

反
射
す
る「
反
射
材
」を
着
用
す
る
こ
と
も
有

効
で
す
。
で
き
る
だ
け
目
立
つ
服
装
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
対
向
車
が
な
い
場
合
は

上
向
き
の
ラ
イ
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。
上
向
き

の
ラ
イ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
な
ど
の

発
見
が
早
く
で
き
ま
す
。

物
損
事
故
が
増
え
て
い
ま
す

　

え
び
の
市
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
物
損
事

故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
物
損
事
故
と
は
、

被
害
者
に
け
が
な
ど
が
な
く
、
車
両
な
ど
の

物
に
損
害
が
で
た
場
合
に
処
理
さ
れ
る
交
通

事
故
の
こ
と
で
す
。
10
月
1
日
現
在
、
物
損

事
故
は
２
３
０
件
で
、
前
年
の
同
時
期
に
比

べ
て
11
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
で
の
車
両
の
接
触
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
へ
の
接
触
、
軽
い
追
突
な
ど
で
す
が
、
原

因
は
前
方
不
注
意
や
安
全
不
確
認
な
ど
の
漫

然
運
転
で
す
。

　

物
損
事
故
は
、
少
し
間
違
う
と
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
け
が
人
が
で
な
く
て
良

か
っ
た
で
は
済
ま
な
く
な
り
ま
す
。

　

宮
崎
県
警
察
本
部
で
は
、
交
通
事
故
防
止

の
た
め
「
脇
見
、
安
全
不
確
認
等
の
漫
然
運

転
追
放
」
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
事
故
の
原
因
と
な
る

漫
然
運
転
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

交
通
安
全
の
取
り
組
み
を

　

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
互
い
に
優
し

さ
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

独
り
よ
が
り
な
歩
行
や
運
転
を
や
め
、
事

故
の
な
い
え
び
の
市
を
目
指
し
て
交
通
安
全

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対

策
係

☎
35
‐
１
１
１
9（
直
通
）

　11 月 17 日（土）・18 日（日）に行われる田の神さあの里産業文化祭に、交通安全教育車「セーフティフェニッ
クス号」がやってきます。セーフティフェニックス号には、次の 4 つの機器が搭載されており、交通安全につ
いて楽しく学ぶことができます。この機会に、ぜひ、体験し、交通事故防止に役立てましょう。

【自転車シュミレータ】自転車の正しい乗り方や自転車特有の危険な場面を体験します。
【運転・歩行能力診断】ドライバーや歩行者の交通場面で必要な、認知力・判断力・動作力・瞬間記憶力などを診断します。
【運転操作検査器】実際の運転場面に近い感覚で、飛び出してくるものに素早く反応できるか、複雑な環境の中で、正

確な判断や反応ができるかなどの、ドライバーに必要な身体的機能をチェックします。
【夜間視認性体験装置】夜間は、着ている服の色によってドライバーからの見え方が大きく異なります。よく見える色

は何色か、見えにくい色は何色か、反射材がいかによく見えるか、実際に目で見て体験ができます。

自転車シュミレータ

運転・歩行能力診断

運転操作検査器

交
通
安
全
教
育
車

　
　「
セ
ー
フ
テ
ィ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
号
」
で

　
　
　
　
交
通
安
全
体
験
を
！
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安心して電気を使うために

電気設備点検ボランティア

　小林地区電気工事業協同組合が、市内の高齢
者宅で、電気設備の点検・電球の交換などのボ
ランティアを行いました。これは、電気使用安
全月間に合わせて、漏電等を未然に防ぎ、安心
して暮らしてもらおうと毎年行っているもので
す。今回は、組合員 8 人と小林秀峰高校電気
科の 2 年生 3 人が参加しました。
　点検等を受けた人は「点検で悪いところがな
かったので安心です」と話していました。　

9/5

ウナギを食べて元気に

給食でウナギ蒲焼を提供 　

市
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
養
殖
を
行
っ

て
い
る
株
式
会
社
鰻ま
ん
ら
く楽
か
ら
、
硫
黄

山
の
噴
火
の
影
響
を
受
け
て
い
る
え

び
の
市
の
皆
さ
ん
を
元
気
づ
け
た
い

と
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
で
ウ

ナ
ギ
の
蒲
焼
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
供
さ
れ
た
の
は
約
１
６
０
０

食
、
３
３
０
枚
の
蒲
焼
で
す
。
ウ
ナ

ギ
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

「
お
い
し
い
！
」と
い
う
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ウ
ナ
ギ
を
初
め
て
食

べ
る
子
ど
も
も
い
て
、「
こ
ん
な
に

お
い
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

9/12

一緒に音を楽しむ

ブラックボトムブラスバンドライブ

　市文化センターで「ブラックボトムブラス
バンドライブ」が行われました。同バンドは、
ニューオリンズスタイルをベースにした 7 人
編成のブラスバンドです。
　ライブ前には、ワークショップが行われまし
た。ワークショップ参加者は、ライブの最後に
同バンドメンバーと一緒にステージで演奏を行
いました。観客は、身振り手振りやかけ声を交
えながら、演奏を楽しんでいました。

9/22

地元のキクをPR

フラワーアレンジメント贈呈

　西諸県地区花き振興会から市へ、キクなどを
使ったフラワーアレンジメントが贈呈されまし
た。これは、9 月 9 日の重陽の節句に合わせて、
キクの楽しみ方を知ってもらうとともに、西諸
県の花きを PR しようと行われたものです。作
品の中には、小林秀峰高校の生徒が作成したも
のもありました。同校の森永華奈さんは「デザ
インを考えるのは大変でしたが、アドバイスを
もらいながら楽しく作れました」と話しました。

9/7

障がいへの理解を深める

次世代ペアレント授業

　飯野高校で「次世代ペアレント授業」が行わ
れました。これは、次世代の親となる高校生に、
障がいの有無にかかわらず、全ての人が暮らし
やすい社会の在り方を考えてほしいと行われた
ものです。障がいのある子どもへのボランティ
ア等をしている「ポン太クラブ」の外山明美氏
を講師に招き、「誰もが自分らしく生きていく
ために～子ども達から教えてもらったこと～」
という演題で講話が行われました。

9/13

宮崎県産の肉を堪能

焼肉スタジアム2018 　

市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
焼
肉

ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
１
８
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
同
実
行
委
員
会
が
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

来
場
し
た
人
は
、
宮
崎
県
産
牛
・

豚
・
鶏
肉
な
ど
の
焼
肉
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
ダ
ン
ス
や
三
味
線
、

吹
奏
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

9/22
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山之上代表取締役から寄付を受ける村岡市長

�市学校教育課 総務係　☎35-3721（課直通）

教 育 西諸地域の教育振興のために

　

9
月
25
日
、
小
林
市
役
所

で
、
寄
附
受
納
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
株
式
会
社
ミ

ヤ
ザ
キ
が
西
諸
地
域
の
教
育
振

興
を
目
的
と
し
て
、
え
び
の
市

に
９
０
０
万
円
、
小
林
市
に

２
１
０
０
万
円
、
高
原
町
に

６
０
０
万
円
を
寄
付
し
た
も
の

で
す
。

　

寄
附
受
納
式
に
は
、
小
林
・

え
び
の
・
高
原
の
首
長
お
よ
び

教
育
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
山
之
上
道
廣
代
表
取

締
役
は「
地
元
に
何
か
恩
返
し

が
で
き
な
い
か
考
え
て
い
ま
し

た
。
今
後
の
西
諸
を
支
え
る
の

は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
そ
の
子

ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
夢
や
希

望
を
持
て
る
よ
う
に
と
寄
付
を

申
し
出
ま
し
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は「
株
式
会
社
ミ

ヤ
ザ
キ
が
地
域
か
ら
多
く
雇
用

し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
山
之
上
代
表
取
締
役
の

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

�市観光商工課 観光係　☎35-1114（直通）

観 光 白鳥展望所にパノラマ案内板を設置

　

市
で
は
、平
成
30
年
3
月
に
、

え
び
の
市
か
ら
え
び
の
高
原
へ

向
か
う
県
道
30
号
（
え
び
の
高

原
小
田
線
）
沿
い
の
、
白
鳥
温

泉
上
湯
か
ら
え
び
の
高
原
方
面

へ
少
し
上
っ
た
場
所
に
、
白
鳥

展
望
所
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

展
望
所
か
ら
は
、
加
久
藤
カ

ル
デ
ラ
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
所
内
に
は
パ
ノ
ラ
マ

案
内
板
を
設
置
し
、
え
び
の
市

内
の
各
施
設
や
観
光
地
等
の
位

置
関
係
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

条
件
が
整
え
ば
、
雲
海
を
望

む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
え
び
の
高
原
へ
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

伝統を引き継ぐ

金松法然秋季大祭

　金松法然馬頭観音広場で「金松法然秋季大祭」
が行われました。この秋季大祭では、隔年で郷
土芸能の兵児踊りと輪太鼓踊りが披露されてい
ます。
　今年は、栗下地区の小・中学生、高校生 14
人による兵児踊りが披露されました。子どもた
ちは、かねの音に合わせた力強い踊りや、狂言
を披露しました。

9/23

日本の音楽を絆のきっかけに

学校と地域を結ぶコンサート2018

　真幸アリーナで村上三絃道による「学校と
地域を結ぶコンサート 2018」が行われました。
これは、同コンサート実行委員会主催によるも
ので、音楽を届けることで「子どもたち」「先生」

「地域の人」の絆をより深めるきっかけになっ
てほしいと行われたものです。
　コンサートでは、12 曲が演奏され、子ども
たちや地域の人は音楽に合わせて踊ったり、楽
器に触れるなどして楽しみました。

9/26

おいしいお米ができました

「えびの米」新米出荷に係る知事表敬訪問 　

え
び
の
市
安
心
・
安
全
な
農
畜
産

物
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員
会
が「
え
び
の
米
」

新
米
出
荷
に
合
わ
せ
て
宮
崎
県
知
事

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

表
敬
訪
問
で
は
、
4
月
に
発
生
し

た
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
河
川
の
白
濁

に
係
る
支
援
対
策
へ
の
お
礼
や
本
年

産
の
新
米
の
出
荷
が
始
ま
っ
た
こ

と
、
今
年
の
お
米
は
、
3
年
前
に
特

Ａ
を
取
っ
た
年
と
同
じ
く
ら
い
の
出

来
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
高
牟
禮
宏
邦
委
員
長

か
ら
河
野
知
事
へ
新
米
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

10/4
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�市福祉事務所 子育て支援係　☎35-3738（直通）　 �家庭児童相談室　☎35-3739（直通）

福 祉 学生服のリユース（再利用）を始めます

　

市
で
は
、
子
育
て
に
係
る
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
家
庭

で
卒
業
し
た
り
、
サ
イ
ズ
が
合

わ
な
く
な
っ
た
り
し
て
使
用
さ

れ
て
い
な
い
学
生
服
を
無
償
で

提
供
し
て
も
ら
い
、
必
要
な
人

に
再
利
用
し
て
も
ら
う
学
生
服

の
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
行
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
提
供
し
て
も
ら
う
も
の
】

・
飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真

幸
中
学
校
の
制
服
（
夏
・
冬
）

・
飯
野
、
小
林
、
小
林
秀
峰
、

小
林
西
高
等
学
校
の
制
服（
夏
・

冬
）

※
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
な
く

て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
汚
れ
や

破
損
が
ひ
ど
い
物
は
預
か
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
収
集
期
間
】

［
1
回
目
（
現
在
使
用
し
て
い

な
い
も
の
）］
11
月
1
日
（
木
）

～
30
日
（
金
）

［
2
回
目
（
今
年
度
卒
業
生
の

も
の
）］
平
成
31
年
3
月
1
日

（
金
）
～
3
月
29
日
（
金
）

【
収
集
場
所
】

　

市
福
祉
事
務
所
、
飯
野
・
真

幸
両
出
張
所
、
各
中
学
校

【
収
集
方
法
】

　

学
生
服
提
供
申
込
書
に
氏

名
・
学
生
服
の
種
類
・
サ
イ
ズ

等
を
記
入
の
う
え
、
学
生
服
を

添
え
て
、
収
集
場
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
供
申
込
書
は

各
収
集
場
所
に
あ
り
ま
す
。

【
必
要
な
人
へ
の
提
供
時
期
】

平
成
31
年
3
月
15
日
（
金
）
～

4
月
15
日
（
月
）

【
提
供
対
象
者
】

市
在
住
で
、
前
述
の
学
校
へ
進

学
ま
た
は
在
学
中
の
人

【
提
供
場
所
】

市
福
祉
事
務
所
で
直
接
受
け
付

け
て
試
着
後
、
配
布
し
ま
す
。

※
制
服
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て

提
供
し
ま
す
。

�市畜産農政課 畜産振興室　☎35-3744（課直通）　 �都城家畜保健衛生所　☎0986-62-5151

農 業 鳥インフルエンザ・豚コレラの防疫を

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

平
成
29
年
11
月
か
ら
平
成
30

年
3
月
に
か
け
て
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
5
Ｎ

6
亜
型
）
の
発
生
が
香
川
県
の

肉
用
鶏
農
場
1
件
、
野
鳥
で
は

3
都
県
46
件
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
で
は
発
生
の
確
認
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
ア

ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
継
続

的
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら

飛
来
す
る
渡
り
鳥
に
よ
り
日
本

国
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま

れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か

ら
、
今
秋
以
降
の
厳
重
な
警
戒

が
必
要
で
す
。

　

市
内
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
防
止
の
た
め
に
、
衛
生

管
理
区
域
の
洗
浄
・
消
毒
や
家

き
ん
舎
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
確

認
お
よ
び
修
繕
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
豚
コ
レ
ラ
】

　

8
月
3
日
、
中
国
で
ア
ジ
ア

で
は
初
め
て
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ

ラ
が
発
生
し
、9
月
19
日
現
在
、

23
農
場
1
施
設
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
9
日
、
平
成
4
年
以
降

発
生
の
な
か
っ
た
豚
コ
レ
ラ
が

岐
阜
県
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
発
生
農
場
の
半
径
10
㎞

の
範
囲
で
確
保
さ
れ
た
死
亡
イ

ノ
シ
シ
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

豚
コ
レ
ラ
を
否
定
で
き
な
い
結

果
が
出
た
こ
と
か
ら
、
国
内
に

ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん
延
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
県
内
へ
の
侵

入
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
お
よ
び

豚
コ
レ
ラ
の
発
生
防
止
の
た
め

に
、
野
生
動
物
の
侵
入
防
止
対

策
、
人
や
車
両
の
消
毒
等
を
再

度
、
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

【
家
畜
に
異
常
を
見
つ
け
た
ら
】

　

家
畜
に
異
常
（
続
け
て
死
亡

し
た
等
）
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、都
城
家
畜
保
健
衛
生
所
か
、

市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

　

家
畜
伝
染
病
の
発
生
し
て
い

る
地
域
へ
渡
航
し
帰
国
し
た
際

は
、
農
場
へ
の
訪
問
や
国
内
へ

の
食
肉
加
工
品
の
持
ち
込
み
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各

施
設
に
お
い
て
、
手
指
、
靴
底

等
の
消
毒
設
備
が
あ
る
場
合

は
、
消
毒
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

宮交バス　小林～京町 問い合わせ先　宮崎交通（株）小林営業所　℡0984-23-3123　年中無休9：00 ～ 18：00

■京町⇒小林（紙面の都合上、主要なバス停のみを掲載しています。お近くのバス停で掲載されていない場合は、目安としてご利用ください。）
※京町待合所発6：40は、土日祝日は小林駅が終点です。
※道の駅えびのが定休日の場合は停車しません【定休日→毎月第3火曜日（祝日の場合は翌日）および1月1日～ 1月2日】

京町
待合所

えびの
IC 前

道の駅
えびの

えびの
市役所前

文化センター

図書館
大明司

えびの

市立病院前
飯野 五日市 茶屋平

小林
高校前

小林駅
秀峰

高校前

6:40 6:48 → 6:50 → 6:59 → 7:04 7:08 7:10 7:28 7:32 7:38

7:53 8:01 → 8:03 → 8:12 → 8:17 8:21 8:23 → 8:42 …

9:12 9:20 9:21 9:24 9:33 9:36 9:43 9:45 9:49 9:51 → 10:10 …

10:22 10:30 10:31 10:34 10:43 10:46 10:53 10:55 10:59 11:01 → 11:20 …

11:52 12:00 12:01 12:04 12:13 12:16 12:23 12:25 12:29 12:31 → 12:50 …

13:12 13:20 13:21 13:24 13:33 13:36 13:43 13:45 13:49 13:51 → 14:10 …

14:12 14:20 14:21 14:24 14:33 14:36 14:43 14:45 14:49 14:51 → 15:10 …

14:42 14:50 14:51 14:54 15:03 15:06 15:13 15:15 15:19 15:21 → 15:40 …

16:22 16:30 16:31 16:34 16:43 16:46 16:53 16:55 16:59 17:01 → 17:20 …

17:52 18:00 18:01 18:04 18:13 18:16 18:23 18:25 18:29 18:31 → 18:50 …
※交通事情により多少遅れることがあります。余裕をもってご乗車ください。

■小林⇒京町（紙面の都合上、主要なバス停のみを掲載しています。お近くのバス停で掲載されていない場合は、目安としてご利用ください。）
※秀峰高校発17：39は、土日祝日は小林駅が始発です。
※道の駅えびのが定休日の場合は停車しません【定休日→毎月第3火曜日（祝日の場合は翌日）および1月1日～ 1月2日】

秀峰
高校前

小林駅
小林

高校前
茶屋平 五日市 飯野

えびの

市立病院前
大明司

文化センター

図書館
えびの

市役所前
道の駅
えびの

えびの
IC 前

京町
待合所

… 7:00 → 7:19 7:21 7:25 → 7:30 → 7:39 → 7:41 7:49

… 8:10 → 8:29 8:31 8:35 8:38 8:44 8:47 8:56 8:59 9:00 9:08

… 9:20 → 9:39 9:41 9:45 9:48 9:54 9:57 10:06 10:09 10:10 10:18

… 10:50 → 11:09 11:11 11:15 11:18 11:24 11:27 11:36 11:39 11:40 11:48

… 12:10 → 12:29 12:31 12:35 12:38 12:44 12:47 12:56 12:59 13:00 13:08

… 13:10 → 13:29 13:31 13:35 13:38 13:44 13:47 13:56 13:59 14:00 14:08

… 13:40 → 13:59 14:01 14:05 14:08 14:14 14:17 14:26 14:29 14:30 14:38

… 15:20 → 15:39 15:41 15:45 15:48 15:54 15:57 16:06 16:09 16:10 16:18

… 16:50 → 17:09 17:11 17:15 17:18 17:24 17:27 17:36 17:39 17:40 17:48

17:39 17:45 17:49 18:07 18:09 18:13 → 18:18 → 18:27 → 18:29 18:37

… 19:00 → 19:19 19:21 19:25 → 19:30 → 19:39 → 19:41 19:49
※交通事情により多少遅れることがあります。余裕をもってご乗車ください。
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JR 列車時刻表（吉都線）都城⇒吉松 ◆下り
▲は、平成 30 年 4 月以降の 8 月を除く毎月第 2 水曜日は工事のため運休

▲

●
臨

※最終の「●臨」は、臨時運行であるため、各駅に提示している運行日を事前にご確認ください。

都城 小林 えびの
飯野

えびの
上江 えびの 京町

温泉 吉松

5:41 6:35 6:54 6:57 7:08 7:14 7:22

6:37 7:32 7:50 7:54 7:59 8:05 8:13

7:30 8:24 8:43 8:47 8:51 8:57 9:05

12:27 13:16 13:34 13:37 13:42 13:48 13:56

16:09 17:06 17:24 17:27 17:37 17:43 17:50

17:39 18:28 18:46 18:49 18:54 19:00 19:08

18:33 19:23 19:41 19:45 19:52 19:58 20:06

20:14 21:06 21:24 21:28 21:32 21:38 21:46

21:45 22:35 22:53 22:56 23:01 23:07 23:14

平成 30 年 3 月 17 日版

吉松 京町
温泉 えびの えびの

上江
えびの

飯野 小林 都城

5:29 5:37 5:43 5:49 5:53 6:07 6:55

6:54 7:02 7:09 7:14 7:18 7:33 8:21

8:20 8:28 8:34 8:39 8:44 8:58 9:46

13:06 13:14 13:21 13:26 13:34 13:48 14:36

15:58 16:06 16:12 16:17 16:22 16:36 17:24

17:22 17:30 17:37 17:42 17:46 18:01 18:53

18:21 18:29 18:35 18:41 18:45 19:00 19:48

19:38 19:46 19:53 19:59 20:04 20:18 21:06

JR 列車時刻表（吉都線）吉松⇒都城 ◆上り
▲は、平成 30 年 4 月以降の 8 月を除く毎月第 2 水曜日は工事のため運休

■吉松駅　　　　0995-75-2013
■小林駅　　　　0984-23-3040

みんなで乗って守ろう吉都線！！マイレール運 動

▲

平成 30 年 3 月 17 日版

この時刻表は自宅・会社等に掲示してご利用ください。
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�市財政課 財政係　☎35-3716（課直通）

財 政

財政の健全化判断比率を公表

　

市
で
は
、
財
政
の
健
全
化
判

断
比
率
な
ど
を
算
定
し
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方

公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
決
算

に
基
づ
い
て
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
を
毎
年
度
算

定
し
ま
す
。
算
定
後
は
、
監
査

委
員
の
審
査
を
受
け
た
う
え

で
、
議
会
に
報
告
し
、
住
民
に

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

は
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再

生
基
準
、
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
は
経
営
健
全
化
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
準
に
1

つ
で
も
達
し
た
場
合
、
財
政
運

営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
の
計

画
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
え
び
の
市
の
状
況
】

　

市
の
健
全
化
判
断
比
率
、
資

金
不
足
比
率
と
も
に
、
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
健
全
な

財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

えびの市の健全化判断比率と資金不足比率
◎健全化判断比率

健全化判断比率 えびの市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 ―（※ 1） 14.34％ 20.00％

②連結実質赤字比率 ―（※ 2） 19.34％ 30.00％

③実質公債費比率 2.6％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 ―（※ 3） 350.0％

（※１、※２）①の実質赤字比率と②の連結実質赤字比率が「―」となっているのは、実質赤字額や連結実質赤字額がないため、比率が「ない」
ことを示しています。

（※３）④の将来負担比率の「―」は、将来負担比率が算定されず、現時点における将来支払うべき負担（市債の残高等）が、将来の財政を圧
迫する可能性が低いことを示しています。

◎資金不足比率

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ― 20.0％

病院事業会計 ― 20.0％

　平成 29 年度決算に基づき、健全化判断比率を算定した結果、比率は以下のとおりとなり、いずれの指標についても、
早期健全化基準（財政状況が悪化した場合に、財政の早期健全化を図るべき基準）を下回りました。

　平成 29 年度決算に基づき、各公営企業における資金不足比率を算定した結果、資金不足を生じた公営企業はないため、
比率は「ない」こととなりました。

【用語の説明】

標準財政規模：財源の使途が特定されずどのような経費にも使用す

ることができる一般財源（市税・地方交付税等）の標準的な規模を

表すもので、えびの市の場合は、平成 29 年度で約 62 億 4,200 万円

実質公債費比率：平成 29 年度に支払った一般会計の借金返済額等

の標準財政規模に対する割合

将来負担比率：将来、市が支払う負担（市債務残高等）の標準財政

規模に対する割合

資金不足比率：各公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合
実質赤字比率：標準財政規模に対する一般会計の赤字の割合

連結実質赤字比率：標準財政規模に対する全会計の赤字の割合

JR 列車時刻表（肥薩線）吉松⇒人吉 ◆上り

列車
種別 吉松 真幸 矢岳 大畑 人吉

8:46 8:59 9:16 9:32 9:44

しんぺい 2 号 11:49 12:07 12:32 12:56 13:08

しんぺい 4 号 15:16 15:34 15:59 16:23 16:35

JR 列車時刻表（肥薩線）人吉⇒吉松 ◆下り

列車
種別 人吉 大畑 矢岳 真幸 吉松

いさぶろう 1 号 10:08 10:27 10:55 11:13 11:22

いさぶろう 3 号 13:22 13:44 14:15 14:38 14:48

17:44 18:00 18:22 18:35 18:44
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

雨
な
れ
ば
遇
ふ
人
の
な
き
堤
防
に

た
だ
ひ
と
す
ぢ
の
道
を
し
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
季
は
寒
露
と
な
り
、
大
空
は
高
く
澄
み
わ
た
り
、
氷
雨
ふ
る
日
は
な
ぜ
か
も
の
愛か

な

し

い
。人
は
生
き
て
ゆ
く
上
で
、「
し
が
ら
み
」
と
い
う
重
苦
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。さ
は

あ
れ
、
た
だ
一
筋
の
自
ら
の
道
を
歩
み
続
け
て
行
く
の
で
あ
ら
う
。
　
　
　（
自
註
）�

短
歌鹿

啼
く
や
霧
島
連
山
暮
れ
泥な

ず

む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
嗣
子

　
鹿
の
啼
き
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
数
年
前
、
静
か
に
山
の
端
が
茜
色
か

ら
薄
紫
に
暮
れ
泥
ん
で
い
く
え
び
の
高
原
を
散
策
中
に
耳
に
し
ま
し
た
。百
人
一
首
で

好
き
な
歌
「
奥
山
に
紅
葉
ふ
み
分
け
な
く
鹿
の
声
き
く
時
ぞ
秋
は
か
な
し
き
」
が
浮
か

び
ま
し
た
。身
に
染
み
入
る
よ
う
な
哀
し
い
哀
し
い
秋
の
声
で
す
。　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩す

す
き
の
穂
の
出
揃
う
頃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

♪
チ
リ
チ
リ
チ
リ
ィ
～

チ
リ
チ
リ
チ
リ
ィ
～
♪
の

虫
の
音
は
今
が
盛
り
か

酷
暑
か
ら
涼
に
変
わ
る
秋

あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
て
く
る

秋
の
夜
の

人
が　

も
の
寂
し
さ
を

感
じ
る
今　

明
日
は　

す
で
に

彼
岸
の
入
り

♪
チ
リ
チ
リ
チ
リ
ィ
～

チ
リ
チ
リ
チ
リ
ィ
～
♪
と

虫
の
鳴
く

そんな軽い命なら
私にください
渡部成俊／著
（大和書房）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

君にさよならを言わない

七月隆文／著
（宝島社文庫）

◎お知らせ

■秋の図書館まつり「読書感想文・感想画 表
彰式」
●期間＝11月17日（土）正午～
●場所＝田の神さあの里産業文化祭会場
●内容＝市長賞・教育長賞・JAえびの市組合長賞・図書館長
賞の表彰があります。

■秋の図書館まつり「ホッと一息 本と一息」
本の特集
●日時＝11月1日（木）～ 11月30日（金）
●内容＝読書週間（10月27日～ 11月9日）に合わせて、図書
館で気持ちが”ホッ ”とする本を展示します。

■土曜シネマ
●日時＝11月24日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「コロッケ爆笑ものまね落語会」（大人向け）
※上映日、内容が変更になる場合があります。

11 月 時間
①飯野駅前地区体育館→
　飯野出張所

14 日（ 水 ）、28 日
（水） 14：05 ～ 15：15

②麓橋団地→自衛隊官舎 2 日（金）、16 日（金）
30 日（金） 15：30 ～ 16：30

③岡元小学校→市立病院
　→さくら苑 7 日（水）、20 日（火）13：15 ～ 15：15

④プラッセだいわ→真幸
　地区体育館→老人福祉
　センター

8 日（木）、21 日（水）14：05 ～ 16：30

⑤飯野地区コミュニティ
　センタ→大平職員宿舎 9 日（金）、22 日（木）14：05 ～ 15：15

◎ブックランド号

　
「
自
慢
の
愛
車
で
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け

た
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
り
す
る
こ
と
が

大
好
き
で
す
」
と
話
す
の
は
井
上
祥
太
さ
ん

で
す
。

　

井
上
さ
ん
は
、
え
び
の
市
消
防
団
防
災
バ

イ
ク
隊
（
通
称
：
レ
ッ
ド
ホ
ー
ク
）
に
所
属

し
て
2
年
目
に
な
り
ま
す
。
防
災
バ
イ
ク
隊

は
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
な
ど
に
、
消

防
車
で
は
走
行
す
る
の
が
困
難
な
場
所
等
を

バ
イ
ク
の
機
動
性
を
生
か
し
て
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
同
隊
に
退
団
者
が
出
た
こ

と
か
ら
、
現
役
隊
員
よ
り
声
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
で
す
。「
バ
イ
ク
の
免
許
は
18
歳
の
と

き
に
取
っ
て
い
ま
し
た
し
、
バ
イ
ク
に
も

乗
っ
て
い
た
の
で
入
隊
し
ま
し
た
」し
か
し
、

オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。
訓
練
で
は
主
に
林
道
を
走
る

の
で
、「
こ
ん
な
細
く
て
、
で
こ
ぼ
こ
の
タ

イ
ヤ
で
ま
と
も
に
走
れ
る
の
か
と
不
安
で
し

た
。
不
整
地
な
道
で
車
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
な
が
ら
走
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
よ
く
滑
っ
た
り
、
転
倒
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
」

　
「
入
隊
当
時
よ
り
も
少
し
は
運
転
技
術
が

向
上
し
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
先
輩

た
ち
の
運
転
技
術
を
見
る
と
ま
だ
ま
だ
だ
と

感
じ
ま
す
」
と
2
年
目
の
感
想
を
述
べ
る
井

上
さ
ん
。「
も
し
も
の
時
を
考
え
て
、
も
っ

と
技
術
を
習
得
し
て
い
こ
う
と
練
習
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
処
に

も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
自
分
の
安
全
に
も
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
」
井
上
さ

ん
の
話
す
言
葉
に
力
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

井
上
祥
太
さ
ん

Profile

い のうえしょうた ／ 麓
（飯野）／ 30 歳／趣味：

バイク

災害時に
役に立ちたい
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脳
卒
中
の
危
険
因
子
に
は
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
心
疾
患
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
危

険
因
子
は
高
血
圧
で
す
。な
ぜ
か
と
い

う
と
、
脳
の
血
管
の
構
造
に
弱
点
が
あ

り
、
高
血
圧
が
最
も
影
響
を
及
ぼ
す
か

ら
で
す
。脳
の
血
管
は
全
て
の
脳
細
胞

に
栄
養
と
酸
素
を
届
け
る
た
め
に
、
血

液
量
が
と
て
も
多
く
、
複
雑
で
直
角
に

曲
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
い
血
管

か
ら
急
に
細
い
血
管
に
な
る
た
め
、
血

圧
が
高
い
と
脳
の
血
管
が
傷
み
や
す
い

立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
卒
中
は
症
状
が
出
て
か
ら
、

治
療
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
後
遺
症

が
残
り
に
く
い
で
す
。
も
し
、
次
の
よ

う
な
症
状
が
出
た
ら
、
脳
卒
中
の
前
兆

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。一
刻
も
早
く
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
症
状
】・
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し

い
頭
痛
・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
・
言
葉
が

出
な
い
・
物
が
二
つ
に
見
え
る
・
片
方

の
目
が
見
え
な
い
・
視
野
の
半
分
が
欠

け
る
・
片
方
の
手
足
や
顔
半
分
の
ま
ひ
、

し
び
れ
　

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

脳
卒
中
の
最
大
の
危
険
因
子
は
高
血
圧
！

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
は
、
血
圧
が
高
い
人
や
高

血
圧
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
の
割
合
が
、

県
や
国
の
平
均
と
比
較
し
て
高
い
状
況

で
す
。脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

血
圧
の
管
理
が
と
て
も
重
要
と
言
え
ま

す
。日
常
生
活
で
は
減
塩
や
運
動
な
ど

高
血
圧
予
防
に
努
め
つ
つ
、
1
日
2
回
、

朝
と
寝
る
前
に
家
庭
で
血
圧
を
測
定
し
、

自
分
の
値
を
知
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ま
た
、
最
低
年
1
回
は
特
定
健
診

等
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
管
理
に
役

女
性
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
専
門

の
女
性
相
談
員
が
電
話
・
面
接
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。秘
密
厳
守
で
相
談
は

無
料
で
す
。面
接
相
談
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
専
用
電
話
】
35
‐
0
1
5
2

【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】
０
１
２
０
‐
１

２
３
‐
６
９
３

【
相
談
日
】毎
週
月
曜
か
ら
金
曜（
祝
日
・

年
末
年
始
は
休
み
）

【
時
間
】
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

D
V
で
困
っ
て
い
る
と
き
は
ご
相
談
を

　

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の

期
間
で
す
。平
成
29
年
の
市
の
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
で
は
、

48
％
の
女
性
が
、
配
偶
者
等
か
ら
何
ら

か
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
を
受
け
た
経
験
が

あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。そ

の
内
の
47
・
1
％
が
誰
に
も
相
談
し
な

か
っ
た
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
殴
る
・

蹴
る
だ
け
が
暴
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
費
を
渡
さ
な
い
（
経
済
的
な
暴

力
）、
交
友
関
係
や
電
話
を
細
か
く
監

視
・
大
声
で
怒
鳴
る
（
精
神
的
な
暴
力
）、

性
的
行
為
を
強
要
す
る
・
避
妊
に
協
力

し
な
い
（
性
的
な
暴
力
）
な
ど
も
暴
力

で
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
は
大
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
最
近
で
は
、
若
い
世
代
の
交

際
相
手
か
ら
の
暴
力
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

な
ど
も
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

D
V
を
受
け
た
時
は
、
1
人
で
悩
ま

ず
、
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。市
で
は
、

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

夕暮れ時の交通安全対策を

火の取り扱いに注意

これからの季節は、ストーブなど暖房器具を取り
扱う機会が増えていきます。火気を使用する際

は取り扱いに注意しましょう。
　また、家庭に住宅用火災警報器の設置は義務となっ
ています。住宅用火災警報器は火災の煙や熱を感知
して音声やブザー音で警報するものです。火災を早
期に発見し、逃げ遅れを未然に防ぎ、火災の犠牲者
を減らすために消防法で設置が義務付けられていま
す。まだ、設置していない人は設置しましょう。
　これからの季節は空気が乾燥し火災が起こりやす
くなります。ストーブ等を使用する際は取り扱いの
確認をしてください。

こ の 時 期 は 、夕 暮 れ が 日 に 日 に 早 く な っ て き
て い ま す 。例 年 、夕 暮 れ が 早 く な る 1 0 月 以

降 、歩 行 者 が 犠 牲 と な る 交 通 事 故 が 多 発 し て い
ま す 。交 通 事 故 防 止 の た め 、次 の こ と に 注 意 し
ま し ょ う 。
① ラ イ ト の「 早 め の 点 灯 」・「 こ ま め な 切 り 替 え 」

・薄 暗 く な っ た ら 早 め に ラ イ ト を 点 灯 し 、歩 行
者 や 対 向 車 に 車 の 存 在 を 知 ら せ ま し ょ う 。

・対 向 車 が い な い 場 合 は 、ラ イ ト を 上 向 き に し
て 前 方 の 見 通 し を 確 保 し ま し ょ う 。
② 反 射 材 用 品 と 明 る い 目 立 つ 色 の 衣 服 の 着 用

・夕 暮 れ 時 や 夜 間 は 、反 射 材 を 着 用 す る な ど「 早
め に 気 付 い て も ら う 」工 夫 を し ま し ょ う 。

9月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 9件
救 急 62件� 年 計 631件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

9月の交通事故発生状況
人 身 1件 本年累計 34件
物 件 28件� 本年累計 230件
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生涯スポーツ

女性への暴力の根絶を訴えるパープルリボン
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【募集作品】
［ジャンル①］肥薩線およびくま川鉄道（旧湯前線）の車

窓から見た風景写真
［ジャンル②］沿線地域の日常の生活や旅情を感じとれ

る風景写真（列車・駅舎・プラットホームなども含む）
［規格］A4サイズの写真
【応募規定】・プロ、アマ、居住地、年齢、性別を問わず、

誰でも応募できます。
・応募者本人が撮影した未発表の作品に限ります。
・応募点数は一人各ジャンル1点までとします。
・カラー、モノクロを問いませんが、画像の加工（合成、
組写真など）は対象外です。

・提出された作品は返却しませんのでご了承ください。
・人物が写っている場合は、肖像権やプライバシーの侵
害とならないよう、応募者の責任において十分注意して
ください。

・列車内では、他のお客さまへのご配慮と安全運行への
ご協力をお願いします。

・安全運行などの妨げに該当する作品は対象外とします。
【応募方法】郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、職業また

は学校名、ひとことコメント（全角30字以内）を明記の
うえ、応募作品と一緒に郵送、または直接持参してくだ
さい。様式は自由です。なお、ご応募やお問い合わせの際
の個人情報の取り扱いについては、法律に従い適正に管
理します。ただし、入賞者の氏名、住所の市町村名は公
表します。

【募集期間】～ 12月28日（金）※郵送の場合は当日まで
消印有効

【入賞発表】各ジャンルごとに最優秀賞（1点）、優秀賞（2
点）、入選（ 2点）を設けています。平成31年3月に肥薩線
利用促進・魅力発信協議会ホームページ（ http://www.
hisatsusen.com/ ）にて発表します。

【著作権および使用権】応募作品の著作権は応募者に、使
用権は主催者に帰属するものとし、肥薩線の利用促進と
魅力発信を目的として主催者の必要に応じて無償で使用
しますので、あらかじめご了承ください。
　詳しくは、以下にお問い合わせください。
申・問肥薩線利用促進・魅力発信協議会事務局（人吉市 企
画課 肥薩線世界遺産推進室内）
〒868-8601　熊本県人吉市下城本町1578番地1
☎0966-22-2111

「鹿児島矯正展」開催

　鹿児島刑務所では、鹿児島矯正展を開催します。
　矯正展は、法務省が主唱する「社会を明るくする運動」
の一環として、刑務所・少年院および少年鑑別所等の矯
正施設における業務内容等を一般社会の皆さんに広く紹
介するとともに、施設見学や刑務所作業製品の展示・即
売を通し、受刑者等の円滑な社会復帰支援に対する理解
を深めてもらうことを目的として開催するものです。

【開催日時】11月17日（土）午前9時30分～午後4時
11月18日（日）午前9時～午後3時30分

【場所】鹿児島刑務所（鹿児島県姶良郡湧水町中津川
1733番地）

【内容】・刑務所内見学
・矯正業務および受刑者等の生活をパネル等で紹介
・刑務所作業製品等の展示、即売
・更生保護女性連盟、地域協力店等のバザー、軽食等の販
売

【その他】入場および駐車場無料
問鹿児島刑務所企画部門（担当：迫・福島）
☎0995-75-2025

昭和のまち「えびの」写真展のパネ
ル募集

　えびの市観光協会では、京町温泉旅館組合と共に『昭
和のまち「えびの」写真展』を開催します。
　写真展に向けて、昭和30年代以前に市内の観光地等を
撮影された写真パネルを募集します。自慢の写真をお持
ちの人は、えびの市観光協会までお申し込みください。
　写真展は、平成30年12月に京町温泉駅観光交流セン
ター内で開催する予定です。

【申込期限】11月16日（金）午後6時まで
【申込場所】京町温泉駅観光交流センター
【申込方法】京町温泉駅観光交流センターへ直接持参し

てください。
【その他】写真は、1人1点限りとします。申込者には粗品

を進呈します。
申・問えびの市観光協会
☎37-2663

犬はルールを守って飼いましょう

　最近、犬に関する苦情が多数寄せられています。
　犬に癒やされている人がいる一方で、公共の場や私有
地などへのふんの放置、放し飼いなどに困っていると
いう人もいます。飼い主は、ただかわいがるだけでなく、
周りの人に迷惑をかけないようにマナーを守りましょう。
■犬のふんは持ち帰りましょう
　公共の場や私有地などへのふんの放置はマナー違反で
す。散歩の際は、袋を持ち歩くようにし、自宅へ持ち帰
るようにしましょう。
■放し飼いはやめましょう
　自宅にしっかりつないでおくようにしましょう。また、
首輪やリードなどが古くなっていたり、サイズが合わな
くなっていたりするときは、新しい物に取り替えましょ
う。
■犬の登録をしましょう
　犬の登録は生涯1回です。市役所で登録をしてくださ
い。また、死亡したとき、所在地が変わったとき、所有者
が変わったときなどは、市役所に届出をしましょう。
■狂犬病予防注射は、年1回必ず受けさせましょう
　狂犬病予防法により、狂犬病の予防注射は毎年1回受
けさせなければならないことになっています。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

生涯学習講座受講者募集

　市では、生涯学習の一環として、次の教室を開催します。

市内に在住、在勤、在学している人なら、どなたでも受講
できます。ぜひ、ご参加ください。
■料理教室
　クリスマスに向けて「ローストビーフ」、お正月に向けて「お
せち料理」を作りませんか。食の安全と健康を考えながら
簡単でおいしい料理を作ります。

【開催日】11月28日（水）　
【時間】午後7時30分～午後9時
【場所】市文化センター 調理室
【定員】10人（先着順）
【参加費】700円
【準備するもの】エプロン、三角巾

■小物づくり講座
　楽しみながら「自分だけのオリジナル作品」を作りませ
んか。手芸初心者でも短時間で完成できる講座を開催しま
す。

【開催日】［クリスマスジェルキャンドル］11月29日（木）　　
［羽子板のお正月飾り］12月6日（木）　　　　
【時間】午後7時30分～午後9時
【場所】飯野地区コミュニティセンター 研修室Ⅱ
【定員】各回15人（先着順）
【材料費】各回1,200円

■共通事項
【申込方法】市社会教育課社会教育係へ電話でお申し込み

ください。
【申込期限】11月21日（水）
申・問市社会教育課 社会教育係
☎35-3719（課直通）

フォトコンテストに応募しませんか

　肥薩線利用促進・魅力発信協議会では、「肥薩線・くま
川鉄道（旧湯前線）に乗って、撮って、送ってフォトコン
テスト」を行っています。
　これは、「日本の20世紀遺産20選」に選定された肥薩
線およびくま川鉄道（旧湯前線）の車窓からの風景写真
と沿線地域の日常の生活や旅情を感じとることのできる
風景写真を募集することにより、肥薩線およびくま川鉄
道の利用促進と入賞作品を活用した魅力発信を行うこと
を目的として行われているものです。
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電 気 設 備 点 検 ボラン ティアの 取 材 に 行 きました 。参
加した高 校 生は 慣 れ ない 手つきで 一 生 懸 命、作 業

をしていました 。頑 張 れ 。（ 東 ）

す っかり涼しくなり、秋らしくなってきました 。皆 さん
はどん な 秋 を 過ごす予 定 ですか？私 はえび の 米を

もりもり食 べ て、食 欲 の 秋 を 満 喫し ようと 思 いま す。（ 久
保 田 ）

人　口 18,473人（前月比-7人）

男性／ 8,718人（ +9人）　女性／ 9,755人（ -16人）

転入／ 43人　転出／ 31人
出生／ 7人　死亡／ 26人

世帯数 8,485世帯（前月比+14世帯）
（平成30年10月1日現在）

E
d
ito

r's

【場所】小林市文化会館
【参加費】無料
【内容】［講演］「精神障がいを理解するために」
［講師］ 内村病院医師
・体験発表・障がい福祉サービス事業所紹介・精神障がい
者の作品展示・手作りクッキー、野菜、唐揚げ等の販売・
バザー・コーヒーサービス

【その他】アンケート回答者にプレゼントがあります。
問小林保健所 健康づくり課
☎23-3118
問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

「緊急地震速報」の情報伝達訓練が
実施されます

　11月1日（木）午前10時ごろに、大規模地震発生時に、
国の全国瞬時警報システム（ Jアラート）から送られてく
る緊急地震速報を、確実に住民の皆さんへお伝えするた
め、全国一斉の情報伝達訓練が実施されます。
　放送内容は、次のとおりです。

「ただいまから訓練放送を行います。」
（緊急地震速報サイレン音）
「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」
「これで訓練放送を終わります。」

以上の放送が流れます。
　なお、当日の気象状況や災害等の発生により、予告な
く訓練が中止される場合もあります。
　また、宮崎県では緊急地震速報の情報伝達訓練に合わ
せて県民一斉防災行動訓練「みやざきシェイクアウト」
を実施します。
　「みやざきシェイクアウト」の詳細については、専用
ホームページ（ https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kiki-

kikikanri/kurashi/bosai/shakeout.html ）にアクセスし、
確認してください。
問宮崎県 総務部 危機管理局 危機管理課
☎0985-26-7066
問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

Sマークは「安全・安心・清潔」の証明

　11月は、標準営業約款（ Sマーク）普及登録促進月間で
す。Sマークは、理容業、美容業、クリーニング業、めん
類飲食店営業、一般飲食店営業の5業種で導入されてい
ます。
　Sマーク登録店は、「安全」「安心」「清潔」が保証されて
おり、事故が発生した場合の損害賠償、施設の整備の内
容、仕事やサービスの内容について、信頼できるお店です。
　お店選びは、厚生労働大臣認可のSマーク登録店を利
用することをお勧めします。
問公益財団法人 宮崎県生活衛生営業指導センター
☎0985-25-1466

◎ 今月の 表 紙
9 月2 3 日、金 松 法 然 秋 季 大 祭 が 行
わ れ 、兵 児 踊りの 奉 納 が ありまし
た 。

一般入校生募集

　鹿児島県立姶良高等技術専門校では、平成31年度一般
入校生を募集します。

【募集科名】メカトロニクス科
【募集人員】20人
【訓練期間】2年
【応募資格】高等学校を卒業した人、平成31年3月に卒業

見込みの人またはこれらと同等以上の学力を有すると認
められる人

【必要経費】［入校料］5,650円
［授業料（月額）］9,900円
［寮費（月額）］3,500円
［食費（3食月額）］約27,000円
【願書締切日、選考日等】

日程 願書締切日 選考日 試験会場

B 11 月 29 日（木） 12 月 7 日（金）姶 良 高 等 技
術専門校C 平成 31 年 1 月 11 日（金）1 月 25 日（金）

D 2 月 8 日（金） 2 月 17 日（日）姶 良 高 等 技
術 専 門 校 ま
た は か ご し
ま 県 民 交 流
センター

E 3 月 1 日（金） 3 月 10 日（日）

※B日程からE日程の選考試験については、定員に達した
場合には選考を実施しないこともありますので、事前に
姶良高等技術専門校へお問い合わせください。
■オープンキャンパス2018
平成31年度入校生募集に伴う説明会を行います。

【開催日】12月9日（日）
【時間】午後1時30分～午後3時
［受け付け］午後1時～
【内容】概要説明・施設見学・意見交換

申・問鹿児島県立姶良高等技術専門校
〒899-5431　姶良市西餅田1120
☎0995-65-2247

「平成30年度市民表彰式典」および
「地域活性化活動実践報告会」
　市では、市の政治、経済、文化、その他各般にわたって
市政振興に寄与し、その功績が顕著な人や団体を表彰し
ます。
　また、表彰式典後には、市民団体2団体による地域活
性化活動実践報告会も開催します。ぜひ、ご来場ください。

【日時】11月3日（土・祝）
［市民表彰式典］午前10時～
［地域活性化活動実践報告会］午前10時30分～
【発表予定団体】飯野まちづくり協議会、京町温泉みなほ

会
【場所】市文化センターホール
【入場料】無料
問市企画課 秘書係（市民表彰式典について）
☎35-1111（内線302）
問市民協働課 市民協働係（地域活性化活動実践報告会に
ついて）
☎35-1118（直通）

精神障がい者文化交流会「こすもす
祭」

　西諸地域精神保健福祉協議会では、地域の人が、精神
障がいについて正しく理解することで、障がいを持って
も安心して生活できる地域づくりを推進することを目的
に「こすもす祭」を開催します。

【開催日時】11月7日（水）午前11時～午後2時30分　

今月の納税

個人市県民税 第3期
国民健康保険税 第4期
後期高齢者医療保険料 第4期
介護保険料 第4期
10月31日（水）までに納めましょう。
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秋
も
深
ま
っ
た
頃
、
ア
バ
ン
ダ
ン

ト
し
ら
と
り
郷
土
の
森
を
歩
き
、

ふ
と
大
木
を
見
上
げ
る
と
、
な
に
や
ら

大
き
く
て
丸
い
物
体
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
で
針
の
塊
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
木
漏
れ
日
を
浴
び
て
美

し
く
も
あ
り
ま
す
。

　

ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ
と
い
う
こ
の
キ
ノ
コ
、

広
葉
樹
の
枯
れ
木
や
洞
か
ら
発
生
し
ま

す
。
和
名
は
、
山
伏
が
胸
に
つ
け
る

梵ぼ
ん
て
ん天
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
他
に
も
、
南
九
州
で
は

「
上
戸
茸
」と
も
呼
ぶ
地
域
が
あ
り
ま
す
。

飲
め
な
い
下
戸
が
、
懐
に
乾
燥
し
た
ヤ

マ
ブ
シ
タ
ケ
を
隠
し
、
焼
酎
を
吸
わ
せ

て
飲
ん
だ
ふ
り
を
し
た
こ
と
か
ら
つ
け

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
国
で
古
く
か
ら
食
用
、
薬
用

と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や

地
域
で
多
く
の
呼
び
名
が
あ
る
よ
う
で

す
。
日
本
各
地
、
え
び
の
市
内
の
店
頭

で
も
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

焼
酎
文
化
と
接
点
の
あ
る
ヤ
マ
ブ
シ

タ
ケ
。
こ
の
庶
民
的
な
キ
ノ
コ
を
探
し

に
秋
の
霧
島
山
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
飲
ん
方
」の
話
の
タ
ネ
に
も
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：ヤマブシタケ（撮影：平成29年12月1日）

焼酎文化と接点があるキノコ
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